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Crème de la Crème
「最高」のシュークリーム店

烏丸丸太町の交差点を南下すると見
える黄色い建物が、今回紹介するお店
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réme」である。入口がガ
ラス張りで広く、天井も高いため、店内
は開放的な雰囲気である。
このお店は１階がシュークリーム専門
店、２階がカフェとなっている。１階で
は様々なシュークリームが売られていて、
カスタードのシュークリームだけで３種
類もある。それ以外にもチョコレートや
抹茶のシュークリーム、エクレア、洋酒
やアーモンドを使ったデザートシュー、
貝殻のような生地にムースを入れたパー
ルシューなどがある。また、マロンフェ
アやイチゴフェアといった、旬の食材を
使ったフェアも行われる。
店のお勧めはやはり３種類作っている
カスタード。昭和の味わい「ヴィンテー

ジカスタード（180円）」、現代風の「オ
リジナルカスタード（200円）」、職人の
手作り「ロイヤルカスタード（350円）」
がある。特にこだわっているのはシュー
生地だそうで、もともとはそばボーロを
作っていた焼菓子店としてのプライドが
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感じられる。
２階のカフェでは、シュー

生地を使ったハンバーガーや
サラダといった料理も出され
ている。
店 名 の「Créme de la Cré

me」とはフランス語で「最高」
という意味の慣用句。「最高
のシュークリーム専門店」を
目指すこのお店にぜひ一度足
を運んでほしい。 
 （おーたっち） chou à la crème

ばいとくんがやってきたのは撮影所。
今回のバイトは時代劇エキストラである。
さっそく、他のエキストラたちと合流
して衣装合わせが始まる。羽織袴に足袋、
さらには本格的なカツラまで着けられ、
ばいとくんはちょっとビックリ。あっと
いう間に歩行侍（かちざむらい）に変身
である。撮影現場に向かうべくバスに乗
り込んだが、車はなんと高速道路へ。「一
体どこに行くんだろう…」と不安になる
ばいとくん。結局、丹波山中まで連れて
行かれたのであった。
撮影現場で草

わらじ

鞋・小手・たたみ鎧・刀・
背旗などを身に付けていると、ふと、あ
ることに気付いた。なんとテレビでよく

見る有名俳優らが近くで衣装合わせをし
ているではないか。何も知らずに来たば
いとくんだが、有名人を間近で見ること
ができ、ちょっぴり感激。
舞台は中世戦国動乱期の織田と朝倉の

合戦。ばいとくんは朝倉方の歩行侍だ。
坂を駆け上り織田の砦へと勢いよく攻め
込む。しかし、度重なるリハーサルと幾
度にも渡る本番の取り直し、また、重い
鎧を身に付けていることもあって、ワン
カット目で早くも疲労困憊気味。次のカ
ットの前に、撮影の関係上、ばいとくん
を含む一部の朝倉方が背旗を変え織田方
へ。「ふっ、強き者に従うが世の常でご
ざる」とわけのわからないことをつぶや

くばいとくんだった。
その後の撮影は役者中心のシーンが続

いたため、ばいとくんはしばしの休憩。
「意外と楽なバイトだなぁ～」と余裕の
ばいとくんだが、騎馬軍団に蹴散らされ
るという次のシーンで危うく本当に蹴ら
れそうになり、「危ないな～」と冷や汗
をかいたのだった。そして、日没までに
その日の撮影は無事終了し、ばいとくん
は帰路につく。
後日、出演した作品で自分の姿をくま

なく探すばいとくん。「あ、この豆粒み
たいなのはもしかして…」。もちろんエ
ンディングロールにも名前はなかったと
いう。 【完】

第63回 時代劇エキストラ

冬は月がキレイですね。 （理・２　きってや）
⇒貴方は月を眺めて何を想いますか？ （ちょっと気取ってみる編）


